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〔町の人口〕

男 7，154人 (十17)

女 6，705人(十11)

計 13，859人(十28)

世帯数 4，961戸 (十17)
11月 I日現在。( )内は前月比
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しょうわ町楽しかったねノ ー 〈
~ ---ザ~

好
天
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
目
、
町
を
あ
げ
て
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
「
第

7
回
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
だ
ち
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
約
一
万
三
干
人
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
思
い
思
い

に
秋
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
定
。

こ
の
お
祭
り
は
、
「
町
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
と
親

睦
」
を
図
る
た
め
企
画
さ
れ
、
ゐ
フ
固
で
七
回
目
を
迎

え
ま
し
だ
。
会
場
で
あ
る
押
原
中
学
校
々
庭
に
は
、

色
と
り
ど
り
の
テ
ン
ト
ガ
花
を
咲
か
せ
、
お
祭
り
の

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
だ
。

子
ど
も
た
ち
の
「
ホ
タ
ル
太
鼓
」
に
よ
り
幕
を
開

け
だ
お
祭
り
で
は
押
原
中
吹
奏
楽
部
の
マ
ー
チ
ン
グ

演
奏
や
、
寸
ふ
れ
あ
い
昭
和
踊
り
L

・
河
東
中
島
区
に
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京、

伝
わ
る
寸
笠
お
ど
り
」
な
ど
多
彩
な
も
よ
お
し
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
各
企

業
コ
ー
ナ
ー
や
、
昧
コ
ー
ナ
ー
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広

場
・
お
酒
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
舌
つ
づ
み
を
う

つ
人
や
、
動
物
広
場
・
お
も
ち
ゃ
の
広
場
な
ど
で
楽

し
む
家
族
連
れ
の
姿
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
だ
。

タ
や
み
の
迫
る
こ
ろ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ミ
二
歌

謡
シ
ョ
ー
・
お
楽
し
み
抽
選
会
、
が
行
わ
れ
会
場
か
ら

は
盛
ん
な
拍
手
、
が
わ
き
あ
、
か
っ
て
い
ま
し
定
。
ま
た

松
居
直
美
さ
ん
前
川
清
さ
ん
の
ト
ー
ク
と
歌
の
あ
と

は
、
ー
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
」
、
か
秋
の
夜
空
を
い
ろ
ど

り
、
秋
の
一
日
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

一也、昨，-
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善意ありがとうございます

商工会ゴルフ大会から
一社会福祉協議会ヘチャリティ募金を寄付一

昭和町商工会から社会福祉協議

会ヘチャリティ募金の寄付があり

ました。これは、 10月4日の商工

会主催による第 6回商工会地区別

対抗ゴノレフ大会でのチャリティ募

金を寄付したものです。ショート

ホーノレにおいてワンオンしなかっ

た方から500円以上の募金をいた

だくというものでしたが、最終的

には参加者全員が募金をし48，500
円が集まりました。

V社会福祉のためにと寄付

甲
府
地
方
法
務
聞
及
び
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
無
料
人
権
相
談
所
が
三
町
(
昭

和
・
田
富
・
玉
穂
)
合
同
で
開
設
さ
れ
ま
す
。

日

時

十

二
月
八
日
幽

午
前
十
時
l
午
後
三
時

場

所

田

富
町
総
合
会
館

田
富
町
布
施
二
三
八
二

宮
七
三
|
四
七
五
五

内

容

い

じ
め
に
関
す
る
こ
と
や

戸
籍

・
差
別
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
人
権
問
題
で
困

っ
て
い
る
こ
と
。

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

④ 

例
法
律
扶
助
協
会
山
梨
県
支
部
・
山

梨
県
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
が
開
か
れ
ま
す
。

日

時

十

二
月
八
日
働
午
後

一
時

ー
三
時
三
十
分
ま
で
受
付

場

所

竜
王
町
北
部
公
民
館

竜
王
町
篠
原
二
六
一

0

8
七
六
|
七
五

一一

内

容

相

続

・
土
地
問
題
や
交
通

事
故
に
関
す
る
こ
と
、
サ

ラ
金
等
消
費
者
問
題
な
ど
、

法
律
問
題
に
関
す
る
こ
と
。

※
お
問
合
せ
は
、
県
弁
護
士
会
事
務
局

企
三
五
|
七
二

O
こ
ま
で
。
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平
成
七
年
工
業
統
計
調
査
・
石
油
等
消
費
構

造
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
の
目
的
は
、
国
内
の

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
す
。
調
査
結
果
は
、
国
民
所
得
の
推

計
、
産
業
連
関
表
の
作
成
な
ど
、
各
種

の
行
政
施
策
の
立
案
・
実
施
、
経
済
分

析
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
油
等
消
費
構
造

統
計
調
査
は
、
国
内
産
業
の

エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
か
か
わ

る
施
策
立
案
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
、

平
成
七
年
の
製
造
業
の
実
態
と
石
油
な

ど
の
消
費
の
実
態
を
、
十
二
月
三
十
一

日
現
在
で
調
査
す
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
都
道
府

県
か
ら
任
命
を
受
け
た
調
査
員
が
、
本

年
末
か
ら
来
年
一
月
に
か
け
て
調
査
票

を
持
っ
て
伺
い
ま
す
。
調
査
の
内
容
は

統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
安
心
し
て
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。



農業委員会委員選挙人名簿|

登
載
申
請
は
-・・・・園田

月
十
日
ま
で

現
在
、
町
農
業
委
員
会
は
十
五
人
(
一
人
欠
員
〉

の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
農
業
委
員
は
、

三
年
に
一
度
選
挙
で
改
選

(
平
成
八
年
改
選
)
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
に
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に

育
権
者
を
登
載
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
名
簿
へ

の
登
載
申
請
は
、
一
月
十
日
ま
で
で
す
の
で
、
該
当

す
る
人
は
期
日
ま
で
に
ぬ
す
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

お早めに
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該
当
す
る
人
は
・
・
・

耕
作
面
積
が
十
ア
ー
ル
(
一
反
三
歩
)

以
上
の
人
で
、
年
間
お
お
む
ね
六
十
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
世
帯
主
と

そ
の
同
居
の
親
族
で
、
平
成
八
年
三
月

三
十
一
日
現
在
で
満
二
十
歳
に
な
る
人
。

申
請
方
法
は
・
・
・

V
農
事
組
合
加
入
者

お
近
く
の
農
事
組
合
を
通
じ
て
配
布

さ
れ
る
申
請
書
(
十
二
月
下
旬
)
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
一
月
十
日
ま
で
に

農
事
組
合
長
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

V
農
事
組
合
未
加
入
者

申
請
書
は
町
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接

農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
登
載
申
請
書
は
、
原
則
と
し
て

有
権
者
の
申
請
に
よ
る
た
め
、
申
請
を

お
こ
た
る
と
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ

-・・農地の無断藍用・..
ー農地を守り、有効利用するためにー

「
農
地
」
は
、
食
糧
の
安
定
供
給
の
た
め
の
生
産
基

盤
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然

環
境
を
守
る
と
い
う
点
か
ら
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
地
法
で
は
、
農
地
を
農
地
以
外
(
例

住
宅
建
築
、
駐
車
場
な
ど
)
に
す
る
場
合
、
市
街
化

区
域
で
は
農
地
転
用
届
出
、
市
街
化
調
整
区
域
で
は

農
地
転
用
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
農
地
転
用
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

転
用
目
的
を
記
し
た
届
出
書
を
町
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
提
出
の
あ
っ
た
書
類
は
、
内
容
を
確
認
の
う
え
、

地
元
の
農
業
委
員
に
調
査
依
頼
い
た
し
ま
す
。
地
元
農
業
委
員
の

意
見
を
聴
取
し
て
、
内
容
に
問
題
が
な
け
れ
ば
受
理
通
知
書
を
交

付
い
た
し
ま
す
。
こ
の
受
理
通
知
書
の
交
付
に
よ
っ
て
初
め
て
工

事
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
農
地
転
用
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
許
可
申
請
書
を
町
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
た
申
請
書
は
農
業
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
農
業
委

員
会
の
意
見
を
附
し
て
県
知
事
に
進
達
い
た
し
ま
す
。
県
に

お
い
て
も
審
議
さ
れ
、
問
題
の
な
い
も

一
の
に
つ
い
て
は
農
地
転
用
許
可
書
が
交

一
付
さ
れ
ま
す
。
造
成
工
事
等
に
つ
い
て

一
は
許
可
後
に
着
手
す
る
よ
う
に
し
て
く

一
だ
さ
い
。

一

O
詳
し
く
は
、

町
農
業
委
員
会
事
務
局

一
(
宮
七
五
|
一
一
一
一
一
)
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

ず
選
挙
の
と
き
に
投
票
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

-
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
農
業
委
員
会

事
務
局

(
岱
七
五
l

一一

一
一
一

)
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

同
時
に
、
耕
作
農
地
申
告
書
に

つ
い
て
も
申
請
で
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
申

告
書
は
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書

と
同
様
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は、

毎
月
第
三
水
曜
日
、
午
後
二
時
か
ら

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

0

.
お
問
合
せ
先

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

(
合
七
三
|
五

O
三
四
)

L
1
j
a
L
S
J
d
 

、
n
，
-

F

わ

Y

-

占

d

』

/

以

ρ
」

を な猫 つ ※. . (場

犬カ行£ し袋のし収車集 場 日
2 

「七環犬
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家
族
と
と
也
に

【
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
紹
介
】

⑧
ホ

l
ム
ヘ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

今
やS

さ
ん

(
M
歳
)
は
、

夫

・
子
供
二
人
・
義
父
の
五
人
暮
ら
し
。
四

年
前
か
ら

「
ね
た
き
り
」
に
な

っ
た
義
父
を
家
庭
で
介
護
し
て
き
ま
し

た
が
、
最
近
介
護
疲
れ
か
ら
持
病
の
腰
痛
が
悪
化
。
お
風
呂
も
満
足
に

入
れ
て
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
夫
に
話
を
し
て
も
「
嫁
が
世
話
す
る
の
が

当
然
だ
。
」
と
非
協
力
的
。
受
験
を
控
え
た
子
供
の
事
も
心
配
。
問
題
は

か
ら
だ

山
積
み
、
身
体
は
ひ
と
つ
。
:
:
:
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

今
月
は
、
そ
ん
な
あ
な
た
の
悩
み
に
お
答
え
す
る

『
ホ

i
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
』
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

S
さ
ん
は
、
一
人
で
悩
み
考
え
た
末
、

役
場
健
康
福
祉
課
を
訪
ね
、
そ
こ
で
在

宅
介
護
を
支
援
す
る
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ

l

の
事
を
知
り
ま
し
た
。
「
お
年
寄
り
の
身

の
回
り
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
な
ん

て
/
」
と
驚
い
た

S
さ
ん
。
早
速
詳
し

い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
質
問
し
ま
し

」
/
」

O

企お年寄りと福祉行政との「連絡係」も

へルパーの大事な仕事。

Q
利
用
で
き
る
人
は
?

A
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
、
ま
た
心
身

の
障
害
の
た
め
日
常
生
活
を
営
む
の
に

支
障
が
あ
る
お
年
寄
り
・
障
害
者
と
、

そ
の
家
族
で
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
も
利
用
で
き
ま
す
。

Q
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
か
?

A
食
事
や
排
世
・
入
浴
な
ど
の
介
護
、

調
理
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
、
そ
の
他
相

談
・
助
言
な
ど
で
す
。

Q
利
用
回
数
は
?

A
原
則
と
し
て
週

2
固
ま
で
。

1
回
に

つ
き

2
時
間
が
限
度
で
す
。

Q
料
金
は
い
く
ら
で
す
か
?

A
国
の
基
準
で
は
、
利
用
す
る
世
帯
の

生
計
中
心
者
の
所
得
税
に
応
じ
て
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
町
で
は
無
料

(
個
人
負
担
分
を
町
が
補
助
)
で
す
。

Q
家
庭
内
の
秘
密
が
漏
れ
な
い
か
、
気

が
か
り
で
す
が

A
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

Q
手
続
き
は
複
雑
で
す
か
?

A
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
だ

け
で
す
の
で
、
非
常
に
簡
単
で
す
。
後

日
、
面
接
に
伺
い
派
遣
を
決
定
し
ま
す
。

喜
ん
だ

S
さ
ん
、
そ
の
場
で
申
請
書

を
提
出
し
、
役
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
。

町
内
の
老
人
介
護
者
の
約
七
割
は
、

S

さ
ん
と
同
じ
状
況
で
す
。
「
五
十
歳
以

上
」
の
「
お
嫁
さ
ん
」
、
そ
し
て
「
一
人

で
介
護
」
し
て
い
ま
す
。
悩
み
ご
と
の

第

一
位
は
、
「
風
呂
の
回
数
不
足
」
。
十

人
中
九
人
が
、
介
護
疲
れ
か
ら
く
る
精

神
・
身
体
の
何
ら
か
の
異
常
を
訴
え
て

い
ま
す
。
(
『昭
和
町
老
人
保
健
福
祉
計

画
』
か
ら
)
介
護
者
が
精
神
的
に
ゆ
と

り
を
持
ち
、
身
体
的
負
担
を
軽
く
す
る

た
め
に
も
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

を
お
勧
め
し
ま
す
。

数
日
後
:
・
「
週

2
回、

c
h
 

...ひとりひとりの好みの味

付けで調理。

へ
ル
パ

l
さ

企「今夜のおかずは何

にしょうかな」。

ん
が
入
浴
介
助
を
行
い
、
残

っ
た
時
間

で
家
事
援
助
も
し
て
く
れ
ま
す
。
お
か

げ
で
腰
の
痛
み
も
少
し
ず
つ
治
ま
り
、

お
と
う
さ
ん
を
へ
ル
パ
ー
さ
ん
に
任
せ

て
、
自
分
の
用
事
も
た
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
お
と
う
さ
ん
も
最
初
こ
そ

戸
惑
っ
て
い
た
も
の
の
、
今
で
は
へ
ル

パ
ー
さ
ん
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
」

(
S
さ
ん
談
)

こ
の
話
は
、
こ
れ
で
お
し
ま
い
。

企一人暮らしのお年寄りを訪問。

庭先で、会話がはずみます。

お
年
寄
り
が
住
み
慣
れ
た
家
で
、
家

族
と
と
も
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

町
で
は
様
々
な
介
護
者
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
(
宮

七
五
|
一
一
一

一
一
)
社
会
福
祉
協
議
会

(
岱
七
五

1
0六
四

O
)、
ま
た
は
地
区

民
生
委
員
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
昭
和
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
と
は

高
齢
化
社
会
を
見
据
え
て
、

実
態
調

査
に
基
づ
き、

今
後
整
備
を
行
う
べ
き

在
宅
福
祉
・
施
設
福
祉
・

保
健
福
祉
サ

ー
ビ
ス

の
具
体
的
な
推
進
方
法

・
目
標

を
、
長
期
計
画
で
平
成
六
年
三
月
に
町

が
策
定
し
た
も
の

@ 

私

も

利
用
し
て
い
ま
す

平成7.12.1しょうわ

西条一区

山田登茂恵さん

広報

へ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
る
の
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。
予
定
の
時
間
に
こ
な
い
と
、

忘
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

て
し
ま
い
ま
す
。

私
は
に
ぎ
や
か
な
の
が
大
好
き
で
す

か
ら
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
介
護
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
世
間
話
を
し
た
り
、
相

談
に
の
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

外
に
連
れ
だ
し
て
も
ら
う
の
も
、
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。

河東中島

石原泰蔵さん

元
気
な
こ
ろ
は
、
自
分
で
身
の
回
り

の
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
退
院
し
た

ば
か
り
で
す
の
で
食
事

の
世
話
を
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

へ
ル

パ
ー
さ
ん
が
良
く
し
て
く
れ
る

の
で
、
つ
い
つ
い
甘
え
て
し
ま
い
ま
す

が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
な
が
ら
、
早
く
入
院
す
る
前
の
自
立

し
た
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
、
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。



ー
河
西
区
の
詰
め
所
及
び

積
載
車
車
庫
完
成
|

防
災
の
拠
点

と
し
て

町
で
は
、
平
成
五
年
か
ら
今
年
に
か

け
て
消
防
防
災
設
備
の
充
実
を
図
る
た

め、

全
地
区
の
消
防
ポ
ン
プ
及
ぴ
消
防

ポ
ン
プ
積
載
車
を
更
新
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
従
来
の
車
庫
で
は
車
の
入

ら
な
い
地
区
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
上
河
東
二
区
・
西
条
二
区
・
西
条
一

区
・
押
越
に
続
き
、
河
西
区
の
車
庫
を

更
新
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
消
防
団
員
の
消
防
防
災
・

防
犯
活
動
の
拠
点
と
な
る
詰
め
所
も
町

の
補
助
金
及
び
区
民
の
協
力
に
よ
り
完

成
し
ま
し
た
。

引
渡
式
及
び

落
成
式
を

ー
十
一
月
十
日
現
地
で

l

...防災の拠点として

河
西
区
大
林
地
内
に
完
成
し
た
詰
め

所
及
び
積
載
車
車
庫
の
使
用
を
前
に
、

十

一
月
十
日
引
渡
式
及
ぴ
落
成
式
が
、

関
係
者
出
席
の
な
か
お
こ
な
わ
れ
ま
し

」
/
」
。

「
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
」

を
基
本
に
、
町
で
は
消
防
防
災
施
設
等

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
消
防
防

災
体
制
の
充
実
は
、
私
た
ち
町
民
の
等

し
く
願
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
回
完
成
し
た
詰
め
所
及
び
積
載

車
車
庫
は
、
消
防
防
災
・
防
犯
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
河
西
区
の
防
災
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
そ
の
使
命
を
充
分
果
た
す

こ
と
で
し
ょ
、
っ
。

4
完
成
し
た
施
設
の
前
で
の
引
渡
式

一平成 8年 1月 1日から一

戸籍手数料が

改定されます/

戸籍手数料が平成8年 1月T白

から次のように変わります。

住
民
票
及
び
印
鑑
証
明
自
動
交
付
機

は
、
平
成
七
年
四
月
三
日
か
ら
運
用
を

開
始
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
に

つ
き
ま
し
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

V
平

日

午

前

九

時

1
午
後
七
時
ま
で

V
土
日
祝
祭
日

午
前
九
時
i
午
後
五
時
ま
で

V
場
所
役
場
正
面
玄
関
出
入
口

V
ご
利
用
に
は
「
昭
和
町
民
カ

l
ド」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
お
問
合
せ
は
、
宮
七
五
!
一
一
一
一
一

町
民
窓
口
課
ま
で

届書等 理受・ 載言事己
記

除華昔
戸

載事
籍

謄σ〉 σ〉
の不 項 I頁

本謄
閲覧理受

言正 E正 本
明 明

E正

籍除
抄本 抄本

明
戸辛苦

一証 一証

通
つき 件に 司明事草 つき 件に 項明車

通 通
つ に つに つに
き き き

場合て三OO上質紙EtL 三O O 回H 

四 七 四
改

O O O O 五Fι己『

O O O O 
円 円 円 円

前
|ヰ L

〆戸町、

改、 明間. 四 一一 七 四
四五 五 五 五 五 λ.-'ι 『

00  O O O O 
O 円 円 円 円 円

後円

歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
巳
ご
協
力
を

平成7.12.1

今
年
も
十
二
月

一
日
か
ら
三
十

一
日

ま
で
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
へ
の
呼
び

か
け
が
街
頭
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
優
し
さ
は
、
社
会
の

資
産
で
す
。

しょうわ広報⑦ 



昭和町l之お住まいの

声楽家吉田豊女さんのソプラノ独唱会

Fr総合学習講座」開催可|

第6回「総合学習講座」一歴史講座 1一

〈私が見てきた昭和町の現代史一戦後50年一〉

講師作家柳沢八十一先生

12月10日(日)午後2:00開演

ところ昭和町総合会館2階軽運動室(入場無料)

「地元で生の音楽を楽しめたら」との声にお応えして紙漉

阿原在住で、 声楽家として幅広くご活躍の吉岡豊女先生が

ご協力くださり 実現したオ リジナル リサイタルです。

親子で、ご家族で、お気軽に楽しめるような選曲や一緒

に歌える コーナーなど 「昭和町フ ァミリ ー音楽会」の第一

歩となるように企画しました。

ご近所お誘いあわせてご来場ください。

きと平成 7年12月7日(木)

午後 7時30分~

昭和町中央公民館第 3会議室

きと

ところ

昭和町河東中島にお生まれになって80余年。

農民作家として、農業と文筆に励まれてきた

柳沢八十一先生の足元に眼を向けた 「歴史講

話」です。

風土に根ざした作品で著名な作家が見てき

た 「日召和の現代史」を直接聴くことのできる

又とない機会をどうぞお見逃しなく 。

昭和町婦人団体連絡協議会

(愛育会・商工会婦人部・食生活改善推進員会・農協婦人部・婦人会)

.お問合せ 75-3737 教育委員会生涯学習課

お問合せ ・申込み

教育委員会生涯学習課fl75-3737

文
化
協
会
陶
芸
部

文
化
協
会
陶
芸
部
の
今
年
の
作
品
を

展
示
発
表
す
る
「
作
陶
展
」
を
町
立
図

書
館
展
示
室
で
ひ
ら
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
鑑
賞
・
ご
批
評
く
だ
さ
い
。

V
日
時

十
二
月
十
日
制
1
二
十
四
日

日

図

書
館
開
館
時
間
中

V
場
所

町
立
図
書
館
展
示
室

V
お
問
合
せ

岱
七
五
l

三
七
三
七
生
涯

学
習
課
ま
で
。

家
族
で
ゴ
ミ
減
量
化
を

町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
の
定

例
ボ
カ
シ
作
り
会
で
す
。
「自
分
で
作

っ

た
ボ
カ
シ
で
生
ゴ
ミ
の
減
量
を
」
と
お

考
え
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

V
日

時

十
二
月
十
六
日
也

午
後
一
時
か
ら

V
場

所

総
合
会
館
裏
庭

V
費

用

無
料

V
持
ち
物

新
聞
紙

・
黒
ポ
リ
袋

・
紙

袋
を
各
一
枚
。

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
お
問
合
せ
は
、

告
七
五
1

三
七
三

七
生
涯
学
習
課
ま
で
。

日
常
生
活
に
、
特
別
の
記
念
日
に
、

華
道
と
は
異
な
る
趣
・

華
や
か
さ
・
簡

単
さ
で
楽
し
め
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
で
生
活
時
間
を

《
演
出
》
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
前
回
の
基
礎
技
術
編
に

続
き
、

今
回
は
応
用
を
加
え
た
「
初
心

者
教
室
」
で
す
。

V
日
時

十
二
月
九
日
出
十
四
日
嗣

二
十
三
日
出
午
後
七
時
三

十
分
i
午
後
九
時

V
場

所

中

央
公
民
館

V
費

用

四

、
五

O
O
円

(
三
回
分
)

(
初
回
一
括
納
入
)

V
講
師

大
森
恵
美
・
伊
吹
か
よ
子
両

先
生

V
定
員

四
十
五
名
受
付
開
始
は
十

一一月
四
日
か
ら
で
す
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

V
持
ち
物

花
切
り
パ
サ
ミ
、
新
聞
紙

エ
プ

ロ
ン

※
お
申
込
み
は
、

包
七
五
|
三
七
三
七

生
涯
学
習
課
ま
で
。

下
水
道
ク
イ
ズ
正
解
発
表

広
報
九
月
号
で
出
題
し
た

「下
水
道

ク
イ
ズ
」
の
正
解
は

「ゲ
ス
イ
ド
ウ
」

で
し
た
。

ク
イ
ズ
の
募
集
期
間
中
、
た
く
さ
ん

の
お
は
が
き
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
正
解
者
の
方
々

に
は
記
念
品
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

図
書

【一

般
図
書
】

O
深
夜
パ
ー
テ
ィ
ー

加

藤

博

子

O
花
の
よ
う
な
人

谷

村

志

穂

O
北
の
駅

内
海
隆
一
郎

O
私
の
ふ
る
さ
と
紀
行

戸
ル
カ
ス
編
集
室

O
あ
の
夏
の
鳳
仙
花

雀

淑

烈

め

る

く

ま

l
る

講
談
社

角
川
書
后

徳
間
童
自
信

創
樹
社

【児
童
図
書
}

O
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生

近

藤

康

子

岩

波

書

后

O
マ
イ
・
ネ
イ
ム

・
イ
ズ
・
:

長

崎

夏

海

ポ

プ

ラ

社

。
パ
パ
と
の
ぼ
っ
た
木

戸
ド
ラ

i

文
研
出
版

。
、
ぶ
定
ば
あ
ち
ゃ
ん

M
・
ワ
イ
ル
ド
あ
す
な
ろ
書
房

O
あ
ら
し
の
ひ

C
・
ゾ
ロ
ト
ウ

ほ
る
ぷ
出
版

⑧ 平成7.12.1しょうわ広報



~~河内科
スポーツのザ

十
月
二
十
二
日
、
町
体
育
協
会
主
催

に
よ
る
秋
季
球
技
大
会
が
ひ
ら
か
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル

一
般
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
の
四
種
目
に
総
勢
五
百
人
が
ハ
ッ

ス
ル
プ
レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
:
・
上
河
東

準
優
勝
・
・
・
河
東
中
島

第
三
位
・
:
西
条
一
区
、

築
地
新
居

-
一
般
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝
・
:
西
条

一
区

準
優
勝
:
・
上
河
東
二
区

第
三
位
・
:
西
条
二
区
、
河
西

十
月
十
九
日
、
清
里
丘
の
公
園
ゴ
ル

フ
コ

l
ス
に
お
い
て
第
二
十
九
回
秋
季

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
八
十
六
人
が
参
加
し
高
原

の
空
気
を
満
喫
し
な
が
ら
、
ナ
イ
ス
シ

ョ
ッ
ト
を
連
発
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
団
体
の
部

優
勝
・
:
西
条

一
区

準
優
勝
・
:
西
条
二
区

第
三
位
・
・
・
河
東
中
島

-
個
人
の
部
(
敬
称
略
)

優
勝
:
・
小
松

準
優
勝
・
・
・
水
上

第

三

位

黒

倉

昭道
栄彦勝

(
上
河
東
)

(
上
河
東
二
区
)

(
紙
漉
阿
原
)

-
一
般
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝

・:
西
条
二
区

準
優
勝
・・
・
紙
漉
阿
原

第
三
位
・
:
押
越
、
上
河
東

-ゲ
l
ト
ボ

l
ル

優

勝

河

西

準
優
勝
・
・
・
飯
喰

第
三
位
・
・
・
西
条
新
田

紙
漉
阿
原

.~ 品
郡
町
村
対
抗

親
善
ゴ
ル
フ
大
会

九
月
十

一
日
、
昇
仙
峡
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
中
巨
摩
郡
町
村
対
抗

親
善
ゴ
ル
フ
大
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
お
い
て
、
本
町
が
団
体

の
部
で
見
事
第
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
郡
内
各
町
村
の
代
表
者
ら

百
三
十
七
人
が
ゴ
ル
フ
の
腕
前
を
競
い

真
剣
勝
負
を
展
開
し
ま
し
た
。
本
町
の

代
表
者
二
十
人
も
、
日
ご
ろ
の
練
習
成

果
を
十
分
に
発
揮
、
優
勝
の
栄
光
を
手

に
し
ま
し
た
。

会 企真剣に説明を聞く(町民ゴルフ大会)

A リーグ成績

チーム名 勝 負 分 勝点

西 条 一 区 A 6 。19 一

356フ ラ ザ ー ズ 3 2 2 15 

スリーエスクラブ 4 3 。15 

日百 手口 ク フ フ 4 3 。15 

昭和一般男子 4 3 。15 

飯喰フレンダーズ 3 3 14 

日立甲府クラブ 2 4 

西 条 一 区 B 。7 。一

B リーグ成績

チーム名 勝 負 分 勝点

フ /¥ ス 6 O 19 

中 島 ク フ フ 5 2 。17 

押 越 ク フ フ 5 2 。17 

押 原 ク フ フ 4 3 。15 

築 地 ク フ フ 4 3 。15 

西条一 区ク ラブ 3 4 。13 

フ ピ 、ン 卜 6 。9 

;青 7.1< ク フ フ O 7 。-3 

四
月
二
十
六
日
に
開
幕
し
た
、
平
成

七
年
度
昭
和
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦
は
、
十
月
十
九
日
、
半
年
聞
の
熱
戦

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

昨
年
と
同
じ
く
、
雨
の
少
な
い
暑
い

夏
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
素
晴
ら
し
い
プ

レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
数
が

昨
年
よ
り
二
チ
ー
ム
増
え
た
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
、
最
終
戦
ま
で
順
位
争
い
が

も
つ
れ
る
な
ど
例
年
に
も
増
し
て
盛
り

上
が
っ
た
リ
ー
グ
戦
で
し
た
。

来
年
度
は
各
リ

l
グ
の

一
・
二
位
が

上
位
リ
!
グ
へ
、
七
・
八
位
が
下
位
リ

ー
グ
へ
入
れ
替
わ
り
リ
ー
グ
戦
を
た
た

か
い
ま
す
。
結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

C リ ー グ 成 績

チーム名 勝 負 分 勝 点

アツチヤ ンス 8 。25 

j可 西 F_ F_ C 7 24 

ノ ン キ ス 7 24 

上河東クフブ 6 3 。19 

i!日勿 楽 d2士3』E 4 5 。17 

クリエー卜宅問 4 5 。15 

ワカツキスピリッツ 2 7 。13 

甲府エレク卜口ニクス 2 7 。13 

商条一区べアーズ 2 7 。11 

河 西 ク フ フ 2 7 。9 

平成7.12.1

一
順
位
は
各
チ

i
ム
の
勝
ち
点
に
よ
り
一

一
決
定
し
ま
す
。
勝
ち
点
が
同
じ
場
合

一

一
は
得
失
点
差
で
決
定
し
ま
す
。

しょうわ広報⑨ 
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山梨医科大学助教授

臨床検査医学

貧血と出血

貧
血
は
、
血
液
の
中
に
赤
血
球
が
少
な

い
、
ま
た
は
赤
血
球
の
中
の
酸
素
を
運
ぶ

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
い
う
蛋
白
が
少
な
い
状

態
を
指
し
ま
す
。
辰
口
や
皮
膚
が
赤
み
を
帯

び
る
の
は
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン

の
せ
い
で
す
の

で
、
貧
血
が
あ
る
と
皮
膚
が
白
く
見
え
た

り
、
ま
た
時
に
は
黄
色
く
見
え
ま
す
。
色

白
と
い
わ
れ
る
美
人
の
中
に
は
貧
血
の
人

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す

ね。

血
液
学
の
専
門
家
と
し
て
は
、
ま
た

個
人
的
に
も
、
私
は
リ
ン
ゴ
の
ほ
っ
ぺ
の

方
が
好
き
で
す
。
貧
血
の
症
状
は
、
動
惇
、

息
切
れ
、
疲
れ
や
す
い
、
顔
色
が
悪
い
、

い
ら
い
ら
す
る
、
頭
が
は
っ
き
り
し
な
い

な
ど
あ
ま
り
特
徴
的
で
な
く
、
年
の
せ
い

と
か
、
気
の
せ
い
と
か
、
運
動
不
足
な
ど

と
い
っ
た
原
因
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
診
断

が
遅
れ
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

貧
血
の
原
因
は
様
々
で
す
が
、
も
っ
と

も
多
い
の
が
鉄
欠
乏
性
貧
血
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
長
期
に
わ
た
り
出
血
を
繰
り
返

す
こ
と
で
起
き
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

生
理
出
血
の
た
め
女
性
に
多
い
の
で
す
が
、

胃
潰
傷
、
痔
、
直
腸
ガ
ン
な
ど
に
よ
る
場

合
も
あ
り
特
に
男
性
に
鉄
欠
乏
性
貧
血
が

あ
る
場
合
は
、
精
密
検
査
が
必
要
で
す
。

便
が
、
海
苔
の
佃
煮
ま
た
タ

l
ル
様
に
黒

い
こ
と
が
続
く
よ
う
な
ら
要
注
意
で
す
。

あ
ま
り
、
多
く
は
な
い
の
で
す
が
、
爪
が

ス
プ
ー
ン
状
に
変
形
し
た
り
、
舌
が
荒
れ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
原
因
さ
え

わ
か
れ
ば
、
鉄
剤
の
服
用
で
治
療
で
き
ま

す
の
で
、

心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
で
も

っ
と
も
多
く
見
ら
れ
る

出
血
は
、

鼻
出
血
で
し
ょ
う
。

「も
う
何
日

も
鼻
出
血
が
繰
り
返
し
起
き
て
い
る
。
血

液
の
悪
い
病
気
で
は
?
」
と
外
来
に
く
る

方
が
か
な
り
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
鼻
の

中
心
に
あ
る
鼻
中
隔
に
は
非
常
に
薄
い
粘

膜
に
多
く
の
細
い
血
管
が
通
っ
て
お
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
傷
で
も
出
血
し
や
す
い
の

で
す
。
鼻
を
強
く
か
ん
だ
り
、
ト
ン
ネ
ル

掃
除
を
す
る
こ
と
に
よ
り
血
管
が
傷
つ
き
、

そ
の
後
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
で
何
日
も
出

血
が
起
き
や
す
い
状
態
が
続
き
ま
す
。
ま

た
、
か
な
り
大
量
に
で
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
鼻
出
血
の
回
数
よ
り
、
出
血
の
継
続

す
る
時
間
が
よ
り
重
要
で
す
。
三

O
分
以

上
続
く
場
合
は
要
注
意
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

血
液
系
の
病
気
で
出
血
し
や
す
く
な
る
と

き
は
、
歯
肉
出
血、

排
便
時
の
出
血
、
ま

た
皮
膚
の
癒
の
よ
う
な
出
血
斑
な
ど
多
数

の
場
所
か
ら
出
血
し
や
す
さ
を
示
す
症
状

が
起
き
ま
す
。
出
血
を
起
こ
す
血
液
の
病

気
が
、
歯
茎
か
ら
の
出
血
や
鼻
出
血

の
み

の
一
カ
所
に
限
定
さ
れ
た
症
状
を
お
こ
す

こ
と
は
少
な
い
の
で
す
。

企
画
財
団
法
人

里
仁
会

φ 上河河紙西西西西 ・ 上上河 河飯紙紙河河西西西西清清清西西 安 ♀ ~国h
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地
区

河
東
中
島

河

西

氏

名

山

口

い

せ

市
川
つ
る
よ



おいしそ-!!まあ、
-Adzz 

-材料 (4人分)

卵...・H ・..…...・H ・..……4個

ほうれん草…...・H ・..… ?束

しらす干・・・・........y3カップ

しょうが汁...・H ・..小さじ 1

バター

しようゆ

-作り方

⑦ほうれん草は熱湯でゆでて水にさらして水気を切って 2cmの
長さ!こ切る。

②フライパン!こバター大さじ1/2を入れしらす干をいだめ、しょ

うが汁をかける。

パタ一大さじ?を足してほうれん草を入れい定め、しようゆ

小さじ?で昧と香りをつける。

③卵を割りほぐしだ中に②をまぜあわせる。フライパンに油と

バターを各大さじ1/2入れ熱し、卵液を流して入れ菜ばしでか

きまぜながらいり卵風にゃく。

し
ら
す
干
し
と
ほ
う
れ
ん
草
の
い
り
卵

食生前改著椴J1s員

初子さん(河東中島)

ちょっと一言

女かんたんなちょっと変った

いり 卯風です。これからは

ほうれん草のおいしい時期

ですので、カルシウムを、

たっぷり取って沢山食べて

下さい。

飯野

-・・園田

ほ

、，
」ー

つ

つ

餅
届
く
開
け
れ
ば
杵
の
音
が
す
る

入
浴
を
重
く
支
え
る
介
護
の
掌

五
十
年
又
ぞ
ろ
身
を
切
る
戦
記
物

入
念
の
農
図
は
炎
暑
に
か
き
消
さ
れ

定
年
へ
閑
散
と
し
て
秋
深
む

生
活
の
リ
ズ
ム
も
狂
う
低
金
利

U
タ
l

ン
親
父
の
墓
地

へ
埋
る
気
で

ビ
1

ル
よ
り
地
酒
で
俺
の
夏
の
風
邪

子
の
意
地
と
父
の
頑
固
が
呪
め

っ
こ

終
わ
ら
な
い
戦
後
へ
区
切
る
五
十
年

浮
世
の
苦
秘
め
て
ピ

エ
ロ

の
お
ど
け
顔

熱
心
な
口
説
き
に
負
け
た
頑
固
者

若
き
日
の
苦
労
を
忍
び
つ
長
寿
の
日

今
日
も
又
あ
の
手
此
の
子
で
生
き
る
術

豊
作
へ
満
足
そ
う
な
父
の
顔

運
動
会
負
け
て
に
こ
や
か
祖
父
の
顔

思
い
出
も
一
ば
い
父
の
古
時
計

そ
よ
風
が
秋
の
気
配
を
連
れ
て
来
る

こ
の
心
理
解
っ
て
く
れ
る
風
と
い
る

サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
帽
子
の
下
の
お
父
さ
ん E-----E 

・冒・・・・・・
'
E
Eノ

相P
中
沢沢

相
原
あ
き
子

井
口

磯
部

山
本
み
よ
子

森
田
み
ず
ほ

森
田

堀
内
美
代
子

高
野

久
子

春
男

素
木

玉
枝

狂
花

夏
子 -

広報

• 
合
月
の
花
木

《
ナ
ン
テ
ン
(
南
天
)
》

花
言
葉
リ
よ
い

家

庭

災
い
・
難
が
転
じ
る
と
い
う
意
味
の
難
転
か
ら
、

と
変
化
し
た
よ
う
で
す
。

ま

よ

や

く

よ

ナ

ン
テ
ン

は
魔
除
け
や
厄
除
け

の
た
め
に
民
家
の
玄
関

や
庭
先
な
ど
で

み
か
け
ま
す
。

南
天

最
近
で
は
、
あ

ま
り
み
か
け
な

く
な
り
ま
し
た

が
、
冬
に
赤
い

実
を
つ
け
た
ナ

ン
テ
ン
は
な
か

な
か
見
映
え
の

す
る
も
の
で
す
。

山
な
ど
で
も
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
ナ

ン
テ
ン
は
民
家
の
庭
先
で
眺
め
る
ほ
う
が
風
情
を
感
じ
る

の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

花
こ
と
ば
は
家
庭
に
幸
福
を
も
た
ら
す
こ
と
に
ち
な
ん

だ
も
の
で
し
ょ
う
。

事h恒彦
砂12月になると毎年、今年 1
年f可かいいことあ ったかなと

考えます。振り返ると結構い

ろいろあります。やっぱり 一

番は尺イワナを釣ったことで

す。去年は確か尺ヤマメをバ

ラした(ハリにかけたが途中

でにげられる)ことが一番だ

ったと，思います。

砂一年を振り返

って，思うことは

を句りのことがほ

とんど。やっぱ

りを句りはいいな

あ。

i
aいり

J
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。。。。
年
末

臼
役
場
の
一
般
窓
口
業
務

今
年
は
十
二
月
二
十
八
日
(
木
)

で
業
務
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
来
年
は

一
月
四
日
(
木
)
か
ら

開
始
い
た
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
休
み
中
で
も
、
役
場

に
は
当
直
者
が
勤
務
し
て
い
ま
す
の

で
、
緊
急
の
場
合
は
岱
七
五
|
二一

一
一
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ロ
総
合
会
館
・
温
泉

十
二
月
二
十
八
日
(
木
)
か
ら
一

月
四
日
(
木
)
ま
で
総
合
会
館
は
閉

館
に
な
り
ま
す
。
温
泉
は

一
月
五
日

(金
)
か
ら
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

ロ
中
央
公
民
館

十
二
月
二
十
八
日
(
木
)
か
ら
一

月
四
日
(
木
)
ま
で
閉
館
に
な
り
ま
す
。

年
始
の
役
場
窓
口

ロ
ス
ポ
ー
ツ
施
設

十
二
月
二
十
八
日
(
木
)
か
ら

一

月
四
日
(
木
)
ま
で
お
休
み
い
た
し
ま

す
。
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
学

校
開
放
施
設
の
貸
出
し
も
同
様
で
す
。

口
町
立
温
水
プ

l
ル

十
二
月
二
十
七
日
(
水
)
か
ら

一

月
五
日
(
金
)
ま
で
休
館
に
な
り
ま

す
。

口
町
立
図
書
館

十
二
月
二
十
五
日
(
月
)
か
ら
一

月
五
日
(
金
)
ま
で
休
館
に
な
り
ま
す
。

ロ
住
民
票
・
印
鑑
証
明
自
動
交
付
機

十
二
月
三
十

日

(
土
)
ま
で
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。
来
年
は、

一
月
四

日
(
木
)
か
ら
の
ご
利
用
と
な
り
ま

す
。

• 

2 ゾすまu りみに月養施設
お 館聞がななか 清里

(d問b、 とさりら

T語町事 のい利宮堕d=|あ 暴年E 』和昭トlsE -ー の四ま用 3トる 』

一 月しい 昭和営町 e主a:

)ま 務総課 ?ださi原の tにな ft Eき、 多〈 期休館Zが、 健休保の 月ま 2安空9 こ

でいリり あ の 今 で

占
副
司
会

M
b内
升
M
V
V内

3
品
川
刊

J
ョ
，
霜

t-s

毎
年
恒
例
の
町
消
防
団
出
初
式
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。

「
出
初
め
式
」
と
は
、
消
防
団
員
が
一

年
の
消
防
活
動
の
は
じ
め
と
し
て
、
表

彰
、
ま
た
、
訓
練
礼
式
や
小
型
ポ
ン
プ
、

ポ
ン
プ
車
の
操
法
を
披
露
す
る
式
の
こ

と
で
す
。

日
ご
ろ
、
町
の
消
防
・
防
災
・
防
犯

活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
消
防

団
員
の
雄
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

-
と
き
平
成
八
年
一
月
七
日
(
日
)

午
前
九
時
か
ら

押
原
中
学
校
々
庭

-
と
こ
ろ

【
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
}

有
価
物
同
取
に

ご
協
力
を

年
末
恒
例
の
有
価
物
回
収
事
業
は
、

年
末
の
環
境
美
化
と
、
社
協
の
行
う
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
財
源
の
一
部

に
あ
て
る
た
め
の
も
の
で
す
。

各
支
部
の
社
協
理
事
が
中
心
と
な
り
、

関
係
各
位
の
労
力
奉
仕
を
い
た
だ
く
な

か
で
有
価
物
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

口
実
施
日
十
二
月
十
日
(
日
)

口
回
収
す
る
有
価
物

紙
・
布
類
・
ビ
ン
類

。
朝
八
時
三
十
分
ま
で
に
、
有
価
物
を

道
路
端
に
出
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
別
途
配
布
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
講
習
会
開
催

昭
和
町
中
央
公
民
館
を
会
場
に
「
ア

マ
チ

ュ
ア
無
線
技
士
第
四
級
」
の
資
格

を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
会
(
国
家
試

験
免
除
)
を
実
施
し
ま
す
。
希
望
者
な

ら
、
だ
れ
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

-

日

時

平

成

八

年

一

月

十

九

日

(
金
)
二
十
日
(
土
)
二
十
二

日
(
月
)
二
十
三
日
(
火
)
二

十
四
日
(
水
)
二
十
五

日

(
木
)
二
十
六
日
(
金
)
の
七

日
間

午
後
六
時
か
ら

(約
二
時
間
半
)

-
会
場
昭
和
町
中
央
公
民
館
講
堂

・
受
講
料

二
二
、
四
O
O
円

-

受

付

十
二
月
四
日
(
月
)
か
ら
定

員
(
五
十
人
)
に
な
り
次
第

締
切
り
(
平
成
八
年

一
月

十
日
(
水
)
ま
で
)

-

主

催

例

日

本

ア

マ

チ

ュ
ア
無
線

振
興
協
会

|
|
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
||

包
七
五
|三
七
三
七

生

涯

学
習
課

冒
罷
告
ス
申
l
a
E

昭
和
町
高
等
学
校
生
活
指
導
員
連
絡

協
議
会
(
高
生
連
)
で
は
、
地
域
の
高

校
生
を
対
象
と
し
た
ス
キ

l
教
室
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

o
日

時

平

成

八

年

二
月
十
一
日
(
日
)

午
前
七
時
・
集
合
出
発

(
総
合
会
館
前
駐
車
場
)

午
前
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
練
習

午

後

自

由

滑

走

O
場

所

富

士

見

高
原
ス
キ

l
場

。
対
象
者
町
内
在
住
の
高
校
生

0
負

担

金

ス

キ

l
セ

ッ
ト
を
借
り
る

人
は
レ
ン
タ
ル
料
(
二
千
五
百
円
)

リ
フ
ト
代
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

回
数
券
(
三
千
円
)

0
定

員

四

十

名

(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
)

O
募
集
期
間

平
成
八
年

一
月
五
日
・
六
日

午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

0
お
申
込
み
は
昭
和
町
立
図
書
館
ま

で
(
五
日
は
休
館
日
で
す
が
申
込
み

は
受
付
い
た
し
ま
す
)

電
話
で
の
お
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国保ミ二だより
町が医療期間などに支払った 9

月分の医療費は、約3，674万 2千円

です。(前年同月比0.9%の滅)病

気の予防は、早期

発見、早期治療が

大切です。むやみ

な転医はつつしみ

医療費を大切に使

いましょう 。

イち
ηpm 
e;:!怠

文
化
協
会大

正
琴
部

文
化
協
会
大
正
琴
部
で
は
、
大
正
琴

を
一
緒
に
楽
し
む
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
o

v名
称

文

化

協

会

大

正

琴

部

「
れ
ん
げ
会
」

V
活
動
日
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

V
場
所
昭
和
町
中
央
公
民
館
二
階

第

一
会
議
室

V
講

師

若

尾

梅

子

先

生

※
お
申
込
み
、
お
問
合
せ
は
、
包
七
五

|
三
七
三
七
生
涯
学
習
課
ま
で
。

iTTF 
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==10月分--

⑫ 平成7.12.1しょうわ広報



C保健だより5
手し 康 吾~

ロジ 査児 健

実施日 該 当 ノ!日し 受 付時間

平成7年 8月生まれ 午後?時---...1時15分

12月12日
(火)

平成7年 5月生まれ 午後 T時30分---...2時

実施日 該 当 j!日L 受 付時間

平成6年11月生まれ 午後?時---...1時15分

12月13日
(水)

平成7年 2月生まれ 午後f時30分---...2時

場所総合会館

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

乳児整 形 外 科 模 診

実施日 12月22日(金)

受付時間午後f時---...1時15分

場 所総合会館

該当児 平成 7年 8月~平成 7年 9月生まれのお子さん

持ち物 母子手帳 ・筆記用具

*神経芽細胞腫検査の説明と検査セ ットの配布一.8月生まれ

*予防接種の説明と予診票・パンフレット等の配布… 9月生まれ

4歳 6か月児健康診査

実施日 12月刊日(木)

受付時間午後 T時---...1時30分

場 所総合会館

該 当児平成 6年 4月~平成 6年 5月生まれのお子さん

及ぴ前回未受診のお子さん

持ち物母子手帳・ 1歳 6か月児健康質問票

2 歳児歯科検診

実施E3 12月8日(金)

受付時間午後?時---...1時30分

場 所総合会館

該当児 平成 5年 8月~平成 5年10月生まれのお子さん

持 ち物母子手帳・質問票・歯ブラシと コップ

1) /¥ ビ 1) 教 室

対象者町内に住む身体に障害をお持ちの方

(脳血管疾患後遺症・整形外科疾患など)

訓練 会場町総合会館機能訓練室

(会場まで車での送迎をいたします)

訓練日程 12月6日(水) ・20日(水)

田子手帳受付及び一般健康相談

日時 12月4日(月) . 15日(金) ・25日(月)

午前9時~竹時30分

場 所総合会館

※母子手帳の交付を希望される方は、印鑑をお持ち下さい。

※総合健診の結果報告会においでになれなかっ定方には、結

果表をお渡ししています。

※予防接種についてのご相談も受け付けています。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行います。

子 宮 が ん ネ実 歪づ守
口~

子宮がん検診を申し込まれた方で、まだ指定医療機関で受

診していない方は、 受診期限臼ガ12月20日(水)ですので、

期限内に受けていただくようお願いします。

予防接種の接種間隔

前に受けた予防接種前に受けた予防接種

BCG はしか風しんポリオ 3種混合 日本脳炎

ヒ~ I r.l~ 1 ~竺ガ

献 血 に ご 協 力 く だ さ い

年末年始は、血液が不足することが予想されま

す。みなさまのご協力をお願いします。

日時 12月27日(水)

午前9時30分---...12時

午後T時~午後3時30分まで

場所昭和町役場前

献血の種類成分献血

全血献血 C200mE.400mE)

あ
な
だ
の
真
仙
を

待
っ
て
い
る
人
、
ガ
い
ま
す

-保健・健康に関するお問合せは
役場健康福祉課保健指導係

fi'75-2111 内線252・253までどうぞ

⑬ 広報しようわ平成7.12.1



DE仁Eル1BER
しわす

師走12月のこよみ平成 7年(1995年)

?百
歳末たすけあい運
動(-31日)

飼えなくなった犬
・描収集日(午前

10時50分~午前10
時55分
太極挙教室(総合
会館軽運動室午
後 7時-)

平成 7年度

年末年始の交通事故防止県民運動

12月10日(日)-1月10日ほ)
ーふれあいとゆとりでつなごう無事故の輪一

3 8露
針供養

赤
口

雪

守

I
'
大

大
安

イム
j戚4 ~ 

人権週間

友
ヨ|

図書館・温水ブー | 会 |行政相談 (中央公 |学校カウンセラー I2歳児歯科検診
ル休館日 ~で占 |民館午後 l時-)I相談日(中央公民 I(総合会館)
学校カウンセラー相談日I ?ii':r主き'¥、 |心配ごと相談(総|館午前 9時-) -， ，"， 

(中央公民館午前9時-)I 罰 J羽根負 |合会館午後1時-) I 7'弐I :1泊nt..アE区1"" 1-1 ..l-"~I~ 11， I~~~J ，:'/.¥.I ./イJ-:....
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総合会館温泉定 |図書館・温水ブー 行政相談(中央公民館午 |学校 カウンセラ|空き缶回収日(午
{木目 |ル休館日 後 l 時-) ー相談日 (中央公|前 6 時~ 8 時30分)

学校カ ウ ンセラ心配ごと相談( 総 合 会 館 午 | 民 館 午前 9時-)I乳児整形外科検診
-相談日(中央公後1時-)読み聞かせとお I(総合会館)
民館午前 9時-) I ぺ y トボトル回 ~X 日 (午前|話の会 (町立図書

6 時-8 時30分館午前10時30分~)
リハビリ教室(総合会館)

27 ~ムf 滅
赤
口29 28室

官庁仕事納め

先
負26 25奇24露
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一
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目
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ゥ
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E
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一
図
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一
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寸
唯
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水
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が
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ほ
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一
・
日
セ
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刻
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館
館
わ
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帳
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一
書
休
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間

一
図
ル
判
件
母
刷
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不燃物 の 特 別 収 集
町では次のと おり不燃物の特別収集を行います。詳しい内脊につきましては、

別途配付される回覧を ご覧くださし、。

砂全地区……12月20日(水) 午前 6時~午前8時

※通常、不燃物 ・組大ゴミのJlx集時に出せない物(ガスボンベ ・タイヤ ・阪など)

※お出しになる物には必ず指定の荷札をつけて ください。

※収集Hが祝討の場合は収集業務はいたしませんので次聞の収集1:1をご利用く ださい。

※必ず目]指定の収集袋を使用してください。黒いビニール袋なと'では出きないでください。

※収集後、制しには必ず氏名、電話番号を記入してください。荷札!Hf!大ゴミに使間してください。

※収集円 の当 1:1午前 8時30分までに出してく ださい。

※燃える物、燃えない物の分別は しっかりおこ なってく ださい。

※粗大ゴミを早〈処J1ttしたい方は、役場環境衛生課へご相談ください。fi75-2111(内線226)

平成7.12.1しょうわ広報

20日(第3水曜日)
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